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１６進法

• 0,1,2,3,4,5,6,7,8,9,A,B,C,D,E,F の
１６種類の数を使い、表す方法

• 「９」の次は「１０」ではなく、「Ａ」を用いる

• １つのケタの最大の数「 Ｆ 」の次にケタが
上がり、「１０」となる



１６進法→１０進法

例 ５EA

２５６×５＋１６×１４＋１×１０

＝１２８０＋２２４＋１０＝１５１４

１の位１６の位２５６の位



２進法と１６進法

１６進法

２進法

１００

１０００００



２進法と１６進法

１０１１１１０１０１０２進法

１６進法

１２４８1632641282565121024

ＡＥ５
１16256

２進法と１６進法では、繰り上がりのタイミングが同じ！！
→ ２進の４ケタをそのまま１６進に変換できる！
→ 私たちは、２進より１６進の方が扱いやすい！
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２進法と１６進法

１６進法

２進法

Ｄ

０１０１１１０１

５

１３５

•このように、２進８文字（１バイト）は、１６進
２文字で 表すことができる。

下位４ビット上位４ビット



接頭語（教科書p.13）

２進法表現をしているため、

ｋ→1000（＝１０３） K→1024（＝２１０）

と表していることに注意！

単位 読み方 関係

bit ビット

Ｂ バイト １Ｂ＝ ８bit

ＫＢ キロバイト １ＫＢ＝ １０２４B

ＭＢ メガバイト １ＭＢ＝ １０２４KB

ＧＢ ギガバイト １ＧＢ＝ １０２４MB

ＴＢ テラバイト １ＴＢ＝ １０２４GB

ＰＢ ペタバイト １ＰＢ＝ １０２４TB



ｎ 進法の表現

•特に厳密な決まりはないが、一般的には、
普段利用している１０進法と区別するため、右
下に小さく（ｎ）を記入する。

☆特に、プログラムの世界では、１６進は
・はじめに「０ｘ」をつけて標記 例）０ｘ６B

・おわりに「ｈ」をつけて標記 例）１３ｈ
など、さまざまな表記がされている。

例） ２進法での「１１００１」 → １１００１（２）

１６進法での「３８２４」 → ３８２４（１６）



情報の量

• コンピュータでは、０と１の電気信号に情報を
変換、すなわち２進法で処理をしている。

• ２進法の数１ケタを「１bit（ビット）」とし、情報
の量の単位とする。



「２進法」と「場合の数」

２

１２進

場合の数
通り

１

２

１

２

１

２ ×××

１ケタにつき
０ or １の
２パターン

２
５ ２進法での

ケタ数と
同じ

５ｂｉｔの情報量

１

×２

２進法での「ケタ数」が情報の量（bit数）と考えて良い



２進法と場合の数

場合の数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

２

bit

４

８

１６

３２

６４

１２８

２５６

５１２

１０２４

５bitの情報量では、 ３２ 通り

×２
×２

「一つ上のセル」を２倍することを
コピーしていけばよい

例）（L5の場所）・・ =L4＊2

L5を「コピー」、
L6からL28まで「貼り付け」

これらのことから

５１２通りのものを区別するには ９ bit

１００通りのものを区別するには ７ bit

のものが区別でき、

の情報量が必要であることがわかる



まとめ

• １６進法は１６ずつ集まり位が上がるしくみ

– １１，１２,・・・,１５の代わりに A,B,・・,Fを用いる

– １の位、１６の位、１６２の位、１６３の位、・・・

–位の「重み」を意識する

• １ビットの情報量で、２つのものを区別できる

– ２進法で表された数の桁数＝ビット数

– １ビット増えると、区別できる量は２倍になる


